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と
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、
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の
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こ
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に
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上
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宮
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人

た
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宮
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ラ
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連
合
会
の
運
営
に
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別

ク
ラ
ブ
連
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会
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営
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格
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の
ご
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解
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を
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り
厚
く

の
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解
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厚
く
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は
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地
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が
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り
、
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登
半
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に
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半
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大
な
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被
害

島
豪
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に
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甚
大
な
る
被
害

が
重
な
り
心
が
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み
ま
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早

が
重
な
り
心
が
痛
み
ま
す
。
早

急
な
る
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で

急
な
る
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。
な
お
、
会
員
皆
様
よ
り
の

す
。
な
お
、
会
員
皆
様
よ
り
の

被
災
地
へ
の
義
援
金
の
ご
協
力

被
災
地
へ
の
義
援
金
の
ご
協
力

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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老
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、

　

市
老
連
に
お
き
ま
し
て
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、

◎
文
化
教
養
部
が
従
来
の
広
報

◎
文
化
教
養
部
が
従
来
の
広
報

活
動
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
市
内

活
動
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
市
内

の
公
民
館
ヘ
足
を
運
び
パ
ン
フ

の
公
民
館
ヘ
足
を
運
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
陳
列
し
た
効
果
が
功

レ
ッ
ト
を
陳
列
し
た
効
果
が
功

を
奏
し
、
作
品
展
、
芸
能
大
会

を
奏
し
、
作
品
展
、
芸
能
大
会

等
へ
の
参
加
者
が
近
年
に
な
く

等
へ
の
参
加
者
が
近
年
に
な
く

増
え
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

増
え
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

◎
体
育
部
は
本
来
の
事
業
の

◎
体
育
部
は
本
来
の
事
業
の

他
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル

他
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル

ッ
ク
」
の
普
及
に
取
り
組
み
、

ッ
ク
」
の
普
及
に
取
り
組
み
、

徐
々
に
各
校
区
で
浸
透
し
て
お

徐
々
に
各
校
区
で
浸
透
し
て
お

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
事
業
に
で
き

匹
敵
す
る
よ
う
な
事
業
に
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
◎
広
報
部
は
永
年

て
い
ま
す
。
◎
広
報
部
は
永
年

月
刊
い
ぶ
き
の
表
紙
を
盛
り
上

月
刊
い
ぶ
き
の
表
紙
を
盛
り
上

げ
て
頂
い
た
「
風
景
写
真
」
か

げ
て
頂
い
た
「
風
景
写
真
」
か

ら
「
切
り
絵
」
に
第

ら
「
切
り
絵
」
に
第
2
7
1

2
7
1
号号

か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
◎
女
性

か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
◎
女
性

部
は
講
座
を
積
極
的
に
企
画

部
は
講
座
を
積
極
的
に
企
画

し
、
手
作
り
作
品
等
の
講
習
会

し
、
手
作
り
作
品
等
の
講
習
会

を
開
催
、
校
区
に
持
ち
帰
り
会

を
開
催
、
校
区
に
持
ち
帰
り
会

員
へ
の
紹
介
を
し
て
好
評
を
得

員
へ
の
紹
介
を
し
て
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
各
事
業
部
と
会
員

て
い
ま
す
。
各
事
業
部
と
会
員

皆
様
の
協
力
の
お
蔭
で
市
老
連

皆
様
の
協
力
の
お
蔭
で
市
老
連

が
掲
げ
る
仲
間
づ
く
り
、
健
康

が
掲
げ
る
仲
間
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、

し
て
い
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

　

市
老
連
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

あ
る
会
員
増
強
は
、
日
々
会
員

あ
る
会
員
増
強
は
、
日
々
会
員

全
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

全
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

更
な
る
地
域
福
祉
団
体
の
社
会

更
な
る
地
域
福
祉
団
体
の
社
会

福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
自

福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
自

治
会
そ
し
て
行
政
と
の
連
携
を

治
会
そ
し
て
行
政
と
の
連
携
を

強
力
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

強
力
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
と
ぶ
き
研
修
バ

ら
れ
ま
す
。
こ
と
ぶ
き
研
修
バ

ス
は
買
い
替
え
に
向
け
た
使
用

ス
は
買
い
替
え
に
向
け
た
使
用

料
ア
ッ
プ
に
ご
協
力
を
お
願
い

料
ア
ッ
プ
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
ご
負
担
を
お
掛
け
し
て
申

し
、
ご
負
担
を
お
掛
け
し
て
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
西
宮
い

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
西
宮
い

き
い
き
体
操
は
励
み
に
な
っ
て

き
い
き
体
操
は
励
み
に
な
っ
て

い
た
ポ
イ
ン
ト
付
加
が
無
く
な

い
た
ポ
イ
ン
ト
付
加
が
無
く
な

っ
て
も
健
康
で
長
生
き
す
る
大

っ
て
も
健
康
で
長
生
き
す
る
大

切
さ
、
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
、

切
さ
、
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
、

会
員
同
志
の
見
守
り
に
欠
か
せ

会
員
同
志
の
見
守
り
に
欠
か
せ

な
い
事
業
と
し
て
奮
起
し
て
い

な
い
事
業
と
し
て
奮
起
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
皆
様
、
ご
家

　

結
び
に
、
会
員
皆
様
、
ご
家

族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年

族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年

一
年
が
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

一
年
が
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
、

よ
う
に
、  

ご
祈
念
申
し
上
げ
新

ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
団
体
・
多
世
代
と
の

地
域
の
団
体
・
多
世
代
と
の

交
流
を
深
め
よ
う

交
流
を
深
め
よ
う

理
事
長

理
事
長　　

古
結
　
公
司

古
結
　
公
司

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第78号
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6
月
26
日
㈬
、
西
宮
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
2
階
の
大

集
会
室
に
お
い
て
、
令
和
6
年

度
の
新
任
会
長
・
中
堅
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
が
開
か
れ
、
26
名
の

会
長
・
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
始
に
あ
た
り
自
己
紹
介
が
行

わ
れ
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
一
歩
を
踏
み
出
す
方
、
さ
ら

な
る
向
上
の
た
め
に
参
加
し
た

役
員
ら
が
気
持
ち
を
引
き
締
め

同
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
事
務
局
の
植
田
局

長
が
「
リ
ー
ダ
ー
必
携
」
を
参

照
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
基
本
と
な
る
“
活
動
の
記

録
・
会
計
の
透
明
性
・
会
員
の

安
全
”
に
つ
い
て
説
明
し
、
続

い
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
組

織
体
系
や
西
宮
市
老
連
各
部
会

の
紹
介
、
全
老
連
が
掲
げ
る
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
の
活
動
理
念

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
古
結
理
事
長
に
よ
る

会
員
増
強
運
動
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。「
皆
さ
ん
に
数
字
で
推

し
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
、
グ

ラ
フ
や
表
を
用
い
て
数
字
の
変

化
や
推
移
を
視
覚
的
に
参
加
者

に
伝
え
ま
し
た
。
会
員
数
が
昨

年
度
か
ら
5
8
8
人
減
少
し
て

い
る
現
状
に

つ
い
て
、
退

会
希
望
者
や

解
散
ク
ラ
ブ

の
引
き
止
め

を
話
す
際
に

は
、
単
独
行
動
で
は

な
く
複
数
人
で
訪
問

す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
現
実
的
な
対
応

に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。
若
手
の
入
会

者
が
少
な
い
こ
と
に

つ
い
て
「
理
由
・
原

因
を
皆
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
」と
、

出
席
者
に
も
意
識
の

共
有
を
促
し
、
単
位

ク
ラ
ブ
の
解
散
に
つ

い
て
は
“
人
材
が
育
っ
て
い
な

い
＝
後
継
者
が
い
な
い
”
と
い

う
流
れ
か
ら
単
位
ク
ラ
ブ
の
消

滅
・
解
散
に
行
き
つ
い
て
し
ま

う
と
考
え
を
述
べ
、
ク
ラ
ブ
存

続
に
は
人
材
育
成
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
校
区
別
会
員
増
減
と
単

位
ク
ラ
ブ
新
規
入
会
者
に
対
す

る
市
老
連
か
ら
の
表
彰
に
つ
い

て
話
し
、
最
後
に
「
人
と
の
交

流
が
多
い
と
健
康
に
プ
ラ
ス
。

他
者
と
の
交
流
が
多
い
ほ
ど
要

介
護
・
認
知
症
に
な
り
に
く
い
。

運
動
は
仲
間
と
す
る
と
効
果
ア

ッ
プ
。
笑
い
の
あ
る
生
活
が
健

康
に
プ
ラ
ス
。
地
域
活
動
（
活

性
化
）
へ
の
参
加
は
健
康
に
プ

ラ
ス
」
と
、
自
論
を
力
強
く
話

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
会
員
増
強
に
成
功

し
た
単
位
ク
ラ
ブ
に
よ
る
事
例

報
告
が
行
わ
れ
、
上
田
老
人
ク

ラ
ブ
福
寿
会
の
廣
瀬
会
長
が
マ

イ
ク
を
取
り
ま
し
た
。「
各
単

位
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
状
況
は
違

う
の
で
、
ク
ラ
ブ
の
皆
で
話
し

合
う
の
が
ベ
タ
ー
。
そ
の
う
え

で
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
い
っ
た
前
置
き
か
ら
、

会
員
数
31
名
と
い
う
現
状
を
打

開
し
た
同
ク
ラ
ブ
の
事
例
を
発

表
。
令
和
5
年
度
の
定
例
会
に

お
い
て
5
名
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
「
ど

う
や
っ
て
会
員
を
増
や
す
の

か
？
」
と
い
っ
た
討
論
か
ら
始

め
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
3
棟

1
2
0
戸
に
お
よ
ぶ
某
住
宅
地

か
ら
入
会
を
見
込
め
る
年
齢
層

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、「
ま

ず
は
日
常
会
話
か
ら
接
点
を
持

ち
、
そ
れ
か
ら
意
思
を
伝
え
ま

し
た
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
段
階
を
重
視
し
た
と
話
し

ま
し
た
。
結
果
、
14
件
訪
問
し

て
10
名
が
入
会
。
会
員
増
強
成

功
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
に
は
同

住
宅
地
に
住
む
女
性
メ
ン
バ
ー

が
二
人
い
ま
し
た
。
彼
女
ら
の

存
在
が
大
き
か
っ
た
」
と
、
前

置
き
し
た
よ
う
に
上
田
老
人
ク

ラ
ブ
福
寿
会
が
持
つ
状
況
を
利

点
に
し
た
計
画
と
成
功
例
で
あ

る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
西
宮
市
役
所
職
員
の

山
室
氏
か
ら
補
助
金
申
請
の
留

意
点
に
つ
い
て
、
申
請
に
関
す

る
書
類
記
入
の
方
法
や
補
助
金

の
対
象
と
な
る
活
動
な
ど
、
詳

細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
経
て

研
修
会
は
終
了
。
新
家
副
理
事

長
は
閉
会
の
こ
と
ば
の
中
で

「
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
は
、
次
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
」と
、

出
席
し
た
新
任
会
長
お
よ
び
中

堅
リ
ー
ダ
ー
に
向
け
て
強
く
訴

え
か
け
ま
し
た
。

令
和
令
和
66
年
度
年
度

新
任
会
長
・
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

新
任
会
長
・
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

廣瀬会長廣瀬会長

古結理事長古結理事長

総本社（元西宮市役所南西角）
創業 昭和２２年

ご寺院様のご紹介も承ります。
矢野寝台自動車（24時間対応）

取次料
不要

携帯電話からも通話無料のフリーダイヤル　年中無休

火葬式 家族葬 一般葬 社　葬

0120ー140ー990

矢野葬祭株式会社矢
野

御賛助 独逸機械貿易株式会社
先端溶接技術で日本の産業界に貢献
本　　社 川崎市川崎区駅前本町24－5

FAX233ー6696（044）222ー6751（代）
関西支店 西宮市本町5－27

FAX35ー6759（0798）35ー6751（代）

総 合 建 設 業

一級建築士事務所

㍿国松工務店

西宮市今津野田町2ー24
TEL（0798）33ー2885
FAX（0798）33ー0606

TEL（0798）31ー3303 FAX38ー1039

〒662ー0051 西宮市羽衣町7ー30ー305ーA
夙川グリーンタウン3F

円満な相続を目指す無料相談機関

NPO法人 相続相談センター
（★セミナーも開催しています）

相続税
遺言

家族信託

URL ： http://www.e-sozoku.org

相続手続

●営業時間／午前11時～午後8時30分
　　  　　　　（ラストオーダー午後8時00分）
●定 休 日／毎月曜日（祝日は営業）

0798ー72ー3522Tel.
西宮市越水町5ー7

初宮詣・結婚式・地鎮祭
え び す 宮 総 本 社

西宮神社
33ー0321神　　社
23ー3311神社会館

・神社  https://nishinomiya-ebisu.com
・会館  https://jinjakaikan.com

甲 山 大 師
か ん の う じ

神呪寺
西宮市甲山町２５-１

TEL (0798) 72-1172 門戸厄神 

西宮市門戸西町２ー２６ 
（0798） 51ー9090
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9
月
11
日
㈬
、
兵
庫
県
公
館

大
会
議
室
に
お
い
て
令
和
６
年

度
兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い
が
開

催
さ
れ
、
県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
及
び
一
般
高
齢
者
が
参
集

さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
芦
屋
市

「
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・

シ
ン
ガ
ー
ズ
」
に
よ
る
合
唱
で

開
会
さ
れ
、
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
の
あ
と
、
大
会
宣
言
が
な

さ
れ
、「
兵
庫
県
高
齢
者
特
別

賞
表
彰
」「
兵
庫
県
知
事
表
彰
」

「
兵
庫
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
」
の
表
彰
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
は
、
左
記
の
ク
ラ
ブ
が
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

6
月
27
日
㈭
、
京
都
府
民
総

合
交
流
プ
ラ
ザ
京
都
テ
ル
サ
に

お
い
て
令
和
6
年
度
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
開
か
れ
、
近
畿
2
府
4

県
か
ら
府
・
県
・
市
の
10
連
合

が
参
集
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
舞

鶴
ゆ
う
さ
い
連
に
よ
る
「
よ
さ

こ
い
踊
り
」で
華
や
か
に
開
会
。

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

全
老
連
理
事
お
よ
び
兵
庫
県
老

連
会
長
も
務
め
る
近
老
連
の
中

村
美
津
子
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
次
に
来
賓
と
し

て
列
席
し
た
京
都
府
健
康
福
祉

部
の
安
原
考
啓
副
部
長
と
、
京

都
府
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
井

敏
宏
常
任
理
事
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
全
老
連
の
河

野
敦
子
参
事
が
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と

課
題
」
と
し
て
、《
高

齢
者
を
と
り
ま
く
状

況
・
令
和
5
年
度
老

人
ク
ラ
ブ
実
態
調
査

報
告
・
全
国
的
な
取

り
組
み
の
重
点
》
の

3
つ
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
谷
大
学

名
誉
教
授
の
山
下
憲

昭
氏
を
講
師
に
迎
え

「
超
高
齢
社
会
を
生

き
抜
く
条
件
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
、
山
下
氏
は

少
子
化
や
家
族
解
体
と
い
っ
た

超
高
齢
社
会
の
問
題
点
や
介
護

問
題
の
変
化
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
共
生
社
会
づ
く
り
な
ど
に
つ

い
て
熱
弁
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
4
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
以
下
に
つ
い
て
事
例
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
第
1
分
科
会

　
健
康
づ
く
り
の
推
進 

　
〜
フ
レ
イ
ル
予
防
を
目
指
し
て
〜

●
第
2
分
科
会

　
友
愛
活
動
の
推
進 

　
〜
孤
独
化
、
孤
立
化
を
防
ぐ
〜

●
第
3
分
科
会

　
会
員
増
強
の
取
り
組
み 

　
〜
組
織
の
活
性
化
を
目
指
し
て
〜

●
第
4
分
科
会

　
他
団
体
と
の
協
働 

　
〜
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

　
目
指
し
て
〜

　

西
宮
市
老
連
か
ら
は
古
結
理

事
長
が
第
1
分
科
会
の
発
表
者

と
し
て
登
壇
し
、
フ
レ
イ
ル
予

防
と
し
て
行
っ
て
い
る
「
運
動

（
西
宮
い
き
い
き
体
操
）」、「
お

口
の
体
操
（
口
腔
体
操
）」
を

中
心
に
話
を
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
が
終
わ
る
と
、
質

疑
応
答
に
加
え
参
加
者
か
ら
も

独
自
の
取
り
組
み
や
実
例
が
発

表
さ
れ
、
各
分
科
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

閉
会
は
全
員
参
加
の
「
い
き

い
き
体
操
」
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
京
都
府
老
連
の
橋
本
俊
次

会
長
が
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、
神
戸
市
老
連
の
近
藤
豊
宣

会
長
が
次
回
開
催
地
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
京
都
市
老
連
会
長
も

務
め
る
近
老
連
の
西
村
忠
雄
副

会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
令
和

6
年
度
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。 

兵庫県老連の参加メンバー兵庫県老連の参加メンバー
事例発表を行う古結理事長事例発表を行う古結理事長

【兵庫県知事表彰】
◇優良老人クラブ
　甲陽西部シニアクラブ（甲陽園校区）

【兵庫県老人クラブ連合会会長表彰】
◇優良老人クラブ
　上田老人クラブ万寿会（鳴尾東校区）
　高須校区老人クラブ連合会（高須校区）
　北六甲台第五福寿会（北六甲台校区）

被表彰者一覧被表彰者一覧（敬称略）（敬称略）

〈〈 蛇に関することわ蛇に関することわざざ 〉〉へ び

蛇 ・蛇(じゃ)の道(みち)は蛇(へび)・蛇(じゃ)の道(みち)は蛇(へび)
・蛇に睨まれた蛙　　・杯中の蛇影・蛇に睨まれた蛙　　・杯中の蛇影
・藪をつついて蛇を出す・藪をつついて蛇を出す

蛇は、古くから豊穣神・天候神として信仰の対象とされてき
ました。また脱皮を繰り返し成長することから、「生命力」や
「再生」を連想さる縁起のいい動物と考えられています。

セメント・生コンクリート卸販売 
 IMAZUパワーボートセンター 

今津港湾荷役株式
会社 

今津西浜町２番１６号 

TEL（0798） 34ー1290
TEL（0798） 34ー1221

FAX（0798） 34ー1226

シンエイリフォーム
想いをカタチに

自由設計
cene-S

西宮市小曽根町4-5-16
株式会社 シンエイ

TEL（0798）47ー1661Shin・ei

住まいのプロ集団が
ご相談をお受けします

新築・建替 リフォーム
不動産買取・販売・仲介

ご相談・お見積 無料！！

西宮市津門稲荷町１２－２

有限会社 ナニワ

お車のことは、お任せ下さい！！
自動車の鈑金塗装

TEL（0798）23ー7151

信頼と技術で躍進

西宮市津門綾羽町１ー１３ （0798）23ー2001
西宮本社

加東市南山６ー６ー５ （0795）47ー6801
東条工場

三木市吉川町貸潮３３６ （0794）73ー1500
吉川工場

（公社）西宮市
 シルバー人材センター

シルバー便利屋さん

お気軽にご相談ください。

包丁研ぎ、お墓の掃除
網戸障子の張替え

パソコン・スマホの使い方

青木町2ー5 （0798）TEL 72ー3461

戸建住宅の外壁塗装、屋根修繕、防水

マンション、商業施設の大規模改修

その他 内装リフォーム、トイレ改修など
調査から企画設計、ご提案、施工まで0798-33-2445

｢山村塗装店｣で昭和５６年創業。地域密着､丁寧な対応。

(株)ヤマムラ
西宮市本町 9 - 3

豊かな自然に抱かれたお菓子工房 

http://www.tsumagari.co.jp

〒６６２－００１５  西宮市甲陽園本庄町６－３８ 
本店 

0120ー221ー071
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7
月
3
日
㈬
、
西
宮
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
2
階
に
お

い
て
令
和
6
年
度
の
講
習
会
が

開
か
れ
31
名
が
参
加
。
過
去
の

災
害
を
も
と
に
防
災
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
認
定

N
P
O
法
人
日
本
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

常
任
理
事
を
務
め
る
寺
本
弘
伸

氏
。
今
回
の
講
習
で
は
、
3
つ

の
災
害
支
援
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
写
し
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

●
熊
本
地
震
（
2
0
1
6
年
）

　

避
難
所
環
境
で
は
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
を
設
置
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
問
題
や
ホ
コ
リ
の
吸
引
に

よ
る
発
病
対
策
が
な
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
宮
市
社
協
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
も
足
湯
場
を
開

設
し
、
現
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

●
西
日
本
豪
雨
災
害
（
2
0
1
8
年
）

　
「『
予
測
で
き
た
災
害
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
開
口
一
番

話
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参

考
に
警
戒
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
説
き
ま
し
た
。
水
害
で
は
家

電
の
破
損
だ
け
で
は
く
、
大
量

の
水
を
吸
っ
た
住
宅
設
備
の
撤

去
の
過
酷
さ
に
つ
い
て
も
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
被
災
者
の

た
め
、
オ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
呼
ば
れ
る
団
体
が
ゲ
ー
ム

な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

●
能
登
半
島
地
震
（
2
0
2
4
年
）

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
の
揺
れ

が
約
50
秒
続
い
た
こ
の
震
災
で

は
、
道
路
の
陥
没
や
隆
起
が
多

数
発
生
し
た
こ
と
を
説
明
。
断

水
と
津
波
警
報
に
よ
る
消
火
活

動
が
遅
れ
た
こ
と
、
市
の
要
請

も
あ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
参
加

で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
触
れ
ま
し
た
。

　

水
洗
ト
イ
レ
や
浴
場
も
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、
被
災
者
は
入

浴
後
の
着
替
え
が
不
足
し
て
い

た
た
め
支
援
物
資
と
し
て
送
っ

た
衣
類
が
喜
ば
れ
た
と
話
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
防
災
ク
イ
ズ
が
出

題
さ
れ
、
解
答
に
つ
い
て
次
の

ポ
イ
ン
ト
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
9
月
1
日
は
防
災
の
日

⑵�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
で
地
震
発

生
の
と
き
は
す
べ
て
の
階
の

ボ
タ
ン
を
押
す

⑶�

地
震
発
生
時
に
外
に
逃
げ
る

こ
と
は
危
険
（
落
下
物
な
ど

の
可
能
性
が
あ
る
）

⑷�

災
害
時
に
30
秒
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
残
せ
る
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は

「
1
7
1
」

⑸
緊
急
地
震
速
報
は
震
度
5
弱

か
ら

⑹�

津
波
は
陸
地
に
近
づ
く
ほ
ど

遅
く
な
る
が
、
時
速
40
～
50

キ
ロ
は
あ
る
の
で
早
め
に
避

難
す
る
こ
と

⑺
地
震
が
な
く
て
も
津
波
が
発

　

生
す
る
こ
と
が
あ
る
（
チ
リ

　

地
震
に
よ
る
日
本
の
へ
の
影

　

響
な
ど
）

　

8
月
28
日
㈬
、
西
宮
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
２
階
大
集

会
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度

第
2
回
う
た
ご
え
喫
茶
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
す
く
す
く
あ
い
ね
か
ら

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
青
木
好
美
さ

ん
、
歌
唱
リ
ー
ダ
ー
に
北
野
真

由
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

江
本
文
化
教
養
部
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
青
木
さ
ん
と
北

野
さ
ん
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
登

場
。『
知
床
旅
情
』
の
合
唱
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、『
思
い
出
の

渚
』
に
続
き
、
ス
カ
ー
フ
を
上

下
左
右
に
振
っ
て
身
体
を
ほ
ぐ

し
ま
し
た
。
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
参
加
者
か
ら
積
極

的
に
歌
い
た
い
曲
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
り
、『
学
生
時
代
』『
四

季
の
歌
』『
み
ち
づ
れ
』、
そ
し

て
『
五
番
街
の
マ
リ
ー
へ
』
を

し
っ
と
り
と
歌
い
あ
げ
て
前
半

が
終
了
し
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
後
半
で
は
、

青
木
さ
ん
と
北
野
さ
ん
が
虫
の

頭
飾
り
を
付
け
て
再
登
場
。
参

加
者
と
虫
の
気
持
ち
に
な
り
き

っ
て
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン

バ
』
を
合
唱
し
ま
し
た
。『
い

つ
で
も
夢
を
』
の
後
は
、『
い

い
湯
だ
な
』
を
合
唱
。
曲
の
前

に
は
、
振
る
と
パ
チ
パ
チ
と
音

が
鳴
る
手
の
形
を
し
た
楽
器
が

配
ら
れ
、
楽
し
く
リ
ズ
ム
を
取

り
な
が
ら
の
歌
唱
と
な
り
ま
し

た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
楽
器
の
使
用

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

再
び
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

に
戻
り
、『
川
の
流
れ
の
よ
う

に
』『
糸
』『
あ
の
素
晴
し
い
愛

を
も
う
一
度
』『
瀬
戸
の
花
嫁
』

『
青
い
山
脈
』
を
歌
唱
。『
糸
』

で
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

が
、
電
飾
が
鮮
や
か
に
光
る
う

ち
わ
を
手
に
歌
い
、
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
空
間
が
演
出
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
は
『
今
日
の
日
は

さ
よ
う
な
ら
』で
締
め
く
く
り
、

約
1
時
間
半
の
う
た
ご
え
喫
茶

が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
台
風
の
接
近
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は

好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
暑
い

中
、
足
を
運
ん
だ
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
冷
た
い
飲
み
物
と
お
菓

子
で
歓
談
し
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と

に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

第
3
回
う
た
ご
え
喫
茶
は
、

3
月
26
日
㈬
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

令和6年度 前期健康講座
「わがまちの防災について」

～被災地の事例から学ぶ～

スポーツスポーツスポーツ
誰もが簡単に、続けることのできる運動です。
運動不足やストレス解消、筋力の維持、生活習慣病の
予防などさまざまなメリットがあります。

専門の知識をもったトレーナーやインストラクターが在籍して
いるのでどのように身体を動かしたらよいのか、ときにアドバイスを
もらいながら運動できます。

ウォーキング

ただ泳ぐだけではなく、歩く・踊る（エアロビクス）などさまざまなバリエーションが
存在します。全身運動になって身体の代謝が高まり、心身ともにリラックスできるでしょう。

水   泳

ジム・フィットネスクラブ

ボウリング

シニアに
おすすめ

の

筋力の向上、足腰の強化もでき、健康法の一環
として楽しめます。


